
生産性・安全性の向上を目的とした動作分析システム
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研究の目的・背景：
研究内容：
本研究では、労働集約型製造
における技能者の動作分析シ
ステムを開発する（図1）。
技能者が使用する設備・工具
の種類や形状に加えて、温度
や湿度、音等の環境が動作に
影響を及ぼす触覚と聴覚への
刺激を考慮し、動作分析する。

提案システムでは、深度カメ
ラやサーモグラフィカメラ、
音響センサ、温湿度センサ、
ミリ波レーダを搭載し動画像、
距離、熱量、音声・稼働音、
温度・湿度・気圧、心拍・振
動状態を取得することで、生
産現場をデジタルデータ化す
る（図2）。

提案システムでは、技術で人
の能力を拡張も含めて生産現
場DXすることで、生産性・安
全性の向上を図る。
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図5 指差呼称動作の分析

(a)原画像 (b) 解析画像 (c) 深度画像

図1 動作分析システムの概要

図2 ハードウェアの構成

図3 サービスのイメージ

関 連 研 究 ：

〇物体認識と音声認識に基づく
指差呼称確認システム

〇骨格・姿勢推定に基づく
動作分析システム

図4 ハンダ付け等の卓上作業における
危険動作の分析

(a) 左後方 (b) 前方 (c) 右後方

〇ビジュアルセンサの
配置最適化システム

図6 安定した通信と撮像
範囲の最大化

(a) 最適化前 (b)最適化後

〇ChatGPTと動作分析を活
用した学習支援システム

図7 学習状態を分析

• 適切な技能を持った技能者の確保が困難であり、品
質、作業速度等に直接的な影響を及ぼす。

• 指導者・監督者は、人材育成と自身の業務を同時に
抱えることによって、負担が増加している。

生産活動における技能者の情報活用が不十分

技能者の動作を基盤とした生産活動の効率化、生産現
場の労働安全性の向上を目指し、労働集約型の製造業
向けの動作分析システムを開発する。

生産現場の人、モノ（機材）、環境のリアルタ
イムな観測に基づくデジタルデータ化と分析

生産・安全管理者，技能者、技能指導者の方々の知
見や経験，実情をお聞かせいただけますと幸いです。
障がい者等が技能を遂行する、等のケースも、お聞
かせいただければ幸いです。

□研究室の方針：
「国際的な活動を通じて豊かな知見を養い、地域（岡
山県）を中心として本国の発展に寄与する」
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図8 本研究の応用

生産活動における空間の使い方、技能者の競合や衝突、
技能者間の連携・協調を支援する（図8）。
本研究を実用化し、企業に提供することで、生産現場
における生産・安全管理の高度化、製造業の稼ぐ力の
強化に向けた持続可能な生産体制の確立を目指す。

本研究で開発する動作分析シ
ステムを基に、顧客の実際の
生産現場でシステムを運用し
て、現場での種々の実測値に
基づいた設置型のサービスを
提供する。また、蓄積した
データを活用してAIを用いて、
人・モノ（機材）・環境の
種々の推論値に基づいたクラ
ウド型の動作分析サービスの
提供を目指している（図3）。

提 案 シ ス テ ム の 利 用 例 ：
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